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研究成果の概要（和文）：検索条件で限定される分析対象文書集合について、SVM(support vector machine)を適用し
て特徴語を抽出するテキストマイニングの手法の開発と研究を行った。少数の手掛語で検索結果の文書群を特徴付ける
ことができた。特徴語の一般性と特殊性を定量化としてブートストラップ法を開発した。学術論文概要、授業への学生
のコメント、英語学習作文例、有価証券報告書、医療情報文書、Web文書を対象とする実験により有用性が確認できた
。

研究成果の概要（英文）：We developed a text mining method to extract feature words of search result using 
SVM (support vector machine). We succeeded to find small number of feature words that characterize the 
documents. We extended the bootstrap method for a measurement of generality and specificity of feature 
words.
We confirmed the effectiveness of the methods by applying them to analyze the real data of scientific 
articles, students' free comments, English writing errors, security reports, medical records and Web 
documents.

研究分野： テキストマイニング
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１．研究開始当初の背景 
 
検索エンジンは、条件に合致する文書を求め
るだけなく、検索結果全体の分かりやすい解
釈という内容まで求められるようになって
いる。例えば、ブログ記事中の商品評判情報、
新聞記事の中の因果関係、特許情報から企業
の研究動向の抽出を試みる研究などがある。
これらの検索では、分析目的に応じて、どの
ような単語に着目すべきか、文書を評価する
ための単語の出現文脈をどう評価するかが
重要な課題となっている。 
 
本研究では、分析目的を手掛語集合として定
式化し、内容語と手掛語の共起情報を使って、
両方を双対的に抽出する手法を研究するこ
ととした。 
 
２．研究の目的 
 
検索結果の概要を理解するためには、特徴語
抽出は必須である。しかし、同じ文書群を対
象としても、分析目的によって抽出すべき特
徴語は異なる。車の検索でも、知りたいのが
機能か人気かで、また、特許の検索でも、知
りたいのがその企業の研究目的か技術かで、
特徴語は異なる。 
 
本研究では、文書群に現れる単語を、分析目
的に合致する文を抽出するための手掛語と、
分析内容そのものを解釈するための内容語
という二つの観点で捉え、手掛語と内容語の
共起情報を利用することで、少数の事例から、
内容語と手掛語を双対的に抽出する手法を
研究する。また、内容語については、その単
語が一般的であるか、専門的あるいは限定的
であるか表す尺度を求める。 
 
３．研究の方法 
 
分析対象の文書群、分析目的、分析内容を表
す典型的な内容語が与えられたとき、分析の
要点となる重要文を抽出するための手掛語
と、より多くの内容語とを双対的に求める手
法を開発し、その抽出性能を評価した。具体
的な分析対象として、企業情報、学術論文、
ブログ記事、医療情報文書、自由記述アンケ
ートなどの文書データについて、企業の経営
状況、学術論文が対象とする問題、ブログ記
事の主観客観性、長期入院となった理由、成
績がよくない理由のなどの内容語を抽出す
るための手掛語を求める。 
 
企業情報については、まず、これまでの研究
成果である倒産理由を表す内容語と手掛語
を用いて健全企業と倒産企業の識別性能を
評価した。また、業績データに基づき、健全
企業と優良企業を識別するための内容語と
手掛語を求めた。抽出手法としては、SVM と
属性撰択を用いて、判別が最適となる特徴語

集合を求めた。 
 
４．研究成果 
 
検索条件で限定される分析対象文書集合に
ついて、SVM(support vectormachine) を適
用して特徴語を抽出するテキストマイニン
グの手法の開発と研究を行った。特に、少数
の手掛り語で検索結果の文書群を特徴付け
るため、新な属性撰択の方法を検討し、性能
評価を行った。 
 
評価実験の文書群として、学術論文概要、授
業への学生のコメント、英語学習作文例、有
価証券報告書、医療情報文書、および Web 文
書を対象として、提案手法を適用し、属性撰
択で得られた特徴語集合の妥当性と識別性
能の評価を行った。学術論文概要については、
問題点、手法、結果などの観点を表す文の手
掛り語を求めた。全ての単語を使う方法より
判定性能が向上することを示した。 
 
学生の自由記述アンケートから成績を推定
するため、授業前(Pre)、授業中(Current)、
次回への準備(Next)という三つの観点に着
目し、それらの観点を表す手掛り語を SVM と
属性撰択で抽出し、各文が三つの観点を表す
度合(PCN スコア)を機械的に推定する手法を
構築した。 
 
例えば下の図で赤い線は、学生のコメントが
授業前の文かどうかを機械的に判定したと
きの判定性能（適合度）を表す。 
 

全ての単語を使った場合（水平線）７割なの
が、属性選択の結果１０個の単語で８割に向
上している。推定性能はよくないが、PCN ス
コアと学生の成績推定性能に相関があるこ
とができた。すなわち、PCN の観点について
きちんとコメントを書いている学生につい
ては、その学生の成績を推定でき、学生の指
導への活用という画期的な成果が得られた。 
 
英文の典型的な誤りパターンに対する手掛
り語を求め、機械的に推定した間違いパター
ンを使って、母国語を推定することができる
ことを示した。 
医療情報への応用として、股関節手術の手術



記録を対象に、術後入院日数の長い患者を特
定するための手掛り語を求め、全ての単語受
かって SVM を適用した場合より、識別性能が
向上することが確認できた。この結果に基づ
き、他の様々な医療情報への応用が見えてき
た。 
 
また、特徴語の一般性と特殊性を定量化する
ブートストラップ法を検討した。情報関連文
献の論文概要を対象としてプロトタイプの
分析システムを構築した。具体的には検索や
マイニングに関する 16 個の国際会議予稿集
と 5つのジャーナルに掲載された 45719 件の
論文概要を対象とする検索システムを構築
した。 
次の図は、wsd を検索語としたときの、関連
語をマインドマップとして表示したもので
ある。 

単語の下に表示している数値は、その単語を
含む文書数ならびに、関連語リストにおける
単語の一般度を表す。 
図において、wsd の下に表示される部分が、
wsd による検索結果の特徴語の関連を表して
いる。いずれも、wsd よりも下位の単語とな
っているので、青で表示されている。wsd を
上に辿ると disambigu と word が並んでいる。
この二つはwsdの意味を表す上位語といえる。
赤で色がついている単語が他に 7 個あるが、
それらはwsdを根とする部分木には含まれて
いない。wsd から始めて、関連語を求めるブ
ートストラッピングの過程で、より一般的な
単語である disambigu や word が得られるが、
それらの関連語は必ずしも最初に与えた単
語 wsd とは関連していないことに対応して
いる。つまり、ブートストラップにおいてト
ピックドリフトが起っていることを表す。 
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